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火災と救急	 （10月）
火災 2件
救急 580件

豊川市消防署管内の発生件数

人口と世帯	 （11月1日現在）
総数 181,221人（＋71人）
男 89,933人（＋49人）
女      91,288人（＋22人）
世帯 65,274世帯（＋94世帯）

（　）内は前月比

犯罪発生状況［窃盗］	 （10月）
総数 106件（1,176件）
住宅侵入 8件 （132件）
自動車関係 17件 （207件）
自転車･オートバイ 38件 （367件）
その他 43件 （470件）
市内の発生件数。（　）内は1月からの累計。豊川警察署調べ
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　大和の大イチョウの脇にある「かい
じゅう」。イチョウに手を伸ばす親子
を見つめながら、かいじゅうもお母さ
んのことを思い出しているのだろう。

毎日 10 回、市のイベント情報や制度などを中心に放送してい
ます。詳しい放送時間については、CCNｅｔの番組表、または
ホームページをご覧ください。

毎週金曜日午後0時15分から25分まで（再放送：午後７時00分
から10分まで）、市のイベント情報やお知らせなどを紹介して
います。
※番組内容は変更する場合があります。

12月後半の番組
21日 中央図書館からのお知らせ
28日 初詣は豊川へ
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広報「とよかわ」12月1日号は、
12月中旬から下旬の催しものなどを
お知らせしています。

１ 土 一宮ウォーキング大会（9:30〜三河一宮駅から籰繰神社まで）
２ 日
３ 月
４ 火
５ 水
６ 木
７ 金
８ 土 すわポン縁日（15:00〜プリオビル地下１階）
９ 日 冬の献血2012（9:00〜総合体育館）
10 月
11 火
12 水
13 木
14 金
15 土

16 日
衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民審査投票
日（７:00〜各投票所）
どんき（長松寺）

17 月 いいな、いなり寿司の日（11:30〜御津支所１階ロビー）
18 火
19 水
20 木
21 金 小・中学校２学期終業式
22 土
23 日 天皇誕生日
24 月 振替休日
25 火
26 水
27 木
28 金 官公庁仕事納め
29 土 市役所閉庁（1月3日まで） 

30 日
可燃ごみ臨時収集（中部・金屋・東部・豊・豊川・桜木・牛久
保・天王・一宮東部・一宮西部・一宮南部・赤坂・長沢・萩小
学校区、御津町）

31 月 可燃ごみ臨時収集（桜町・代田・三蔵子・千両・御油・国府・
八南・平尾・小坂井東・小坂井西小学校区）　　　大みそか

12月 市民カレンダー ［12月１日〜31日］

撮影場所：大和ちびっ子広場



� ー広報とよかわ� ー広報とよかわ

　市では、毎年、皆さんの家庭の家計簿にあたる市の財政状況を公表
しています。これは皆さんの納めたお金が、どのように使われている
のかを知っていただき、市政にご理解とご協力をお願いするものです。
　今回は、平成23年度の決算状況と24年度の４月から９月までの
予算執行状況などを、お知らせします。
　詳しいことは、財政課（89－2127）へ、お問い合わせください。
なお、市ホームページでもご覧いただけます。

一般会計 （単位：万円）　[　]＝人件費

平成23年度　決算の状況

歳出

歳入 　597億8,501.0万円

◎内訳
市　民　税  109億6,164.1（40.2％）
固定資産税  125億9,347.2（46.2％）
軽自動車税　   3億3,006.7（  1.2％）
市たばこ税　 11億6,154.0（  4.3％）
入　湯　税　       3,797.1（  0.1％）
都市計画税　 21億7,462.3（  8.0％）

国庫支出金（11.9％）70億9,965.0

地方交付税
（11.2％）
67億986.3

市税（45.6％）
272億5,931.4

市債
（6.4％）
38億4,580.0

県支出金
（6.1％）
36億4,343.6

繰越金（5.0％）
30億1,226.1

諸収入（4.3％）25億7,676.4

その他（6.5％）38億4,743.9
地方消費税交付金（3.0％）17億9,048.3

総額(人件費を含む)   　人件費   

歳出 568億984.5万円
　［99億2,959.8万円］

民生費（34.7％）
197億2，143.7
［16億9,410.5］

総務費（14.2％）
80億3,982.3
［35億915.1］

公債費（13.2％）
75億2,962.0［0］

教育費（8.9％）
50億7,004.0
 ［9億6,123.8］

衛生費（7.6％）
43億1,516.2
［5億8，948.8］

土木費（10.3％）
58億5,901.7
［8億9,974.0］

消防費（3.5％）
19億9,335.8
［15億1,205.1］

諸支出金（3.1％）
17億4,081.9［0］

その他（4.5％）
25億4,056.9 ［7億6,382.5］

歳入

豊川市の財政状況1

会計名 区　分 収入済額 支出済額

水道事業
収益的 32 億 4,844.6 30 億 6,395.9
資本的 4 億 2,616.6 14 億 3,121.5

病院事業
収益的 108 億 4,481.3 103 億 4,347.3
資本的 49 億 6,609.2 51 億 7,522.0

合　　計
収益的 140 億 9,325.9 134 億　743.2
資本的 53 億 9,225.8 66 億　643.5

企業会計 （単位：万円）

会　　計　　名 収入済額 支出済額
豊川西部土地区画整理事業 6 億   　38.9 4 億 8,009.2
豊川駅東土地区画整理事業 8 億 1,002.0 6 億 6,266.3
公共下水道事業 54 億 1,421.3 52 億 8,968.9
農業集落排水事業 1 億   692.4 9,249.5
公共駐車場事業 8,233.7 7,647.0
国民健康保険 174 億 3,542.3 161 億 1,233.8
後期高齢者医療 16 億 1,362.8 15 億 6,804.0
介護保険 94 億 3,608.3 93 億 4,506.3
土地取得 1 億 3,021.5 1 億 2,495.5
一宮財産区管理事業 　　　374.2 　　　233.0
赤坂財産区管理事業 325.2 170.8
長沢財産区管理事業 338.6 253.1
萩財産区管理事業 1,135.0 844.8

　合　　計　 356 億 5,096.2 337 億 6,682.2

特別会計 （単位：万円）

公共下水道事業 公共駐車場事業
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豊川市の財政状況1

平成23年度決算に係る財政の健全度
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区　分 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

確定値 ー
（△ 7.01）

ー
（△ 44.18） 7.4 2.7

早期健全化基準 11.55 16.55 25.0 350.0
財政再生基準 20.00 30.00 35.0

健全化判断比率 （単位：％）

※実質赤字額および連結実質赤字額がないため、総務省令に基づき「－」と表示します
※実質赤字比率および連結実質赤字比率における（　）内は、参考として黒字の比率を△表記しています

特別会計などの
名称

豊川西部土地
区画整理事業

豊川駅東土地
区画整理事業

公共下水道	
事 業

農 業 集 落
排 水 事 業 水 道 事 業 病 院 事 業

確定値 ー ー ー ー ー ー
経営健全化基準 20.0

資金不足比率

※資金不足額がない会計は、資金不足比率を「－」で表示しています

（単位：％）

実質赤字比率
　一般会計などの実質赤字の比率で
あり、これが発生している場合は、単
年度の収支均衡が図られていない状
態を示します。

連結実質赤字比率
　すべての会計の実質赤字の比率で
あり、これが発生している場合は地
方公共団体全体として単年度の収支
均衡が図られていない状態を示しま
す。

実質公債費比率
　公債費および公債費に準じた経費
の比重を示す比率であり、公債費に
よる財政負担の程度を客観的に表し
ます。

将来負担比率
　地方債残高のほか、一般会計など
が将来負担すべき実質的な負債をと
らえた比率であり、これが高いほど
地方公共団体にとっての将来負担が
多いことを示します。

用 語 解 説健全化判断比率の指標

　豊川市の財政状況を分かりやすくするために、平成 23 年度の市の一般会計決算額を市の人口
179,920 人（24 年３月 31 日現在の住民基本台帳人口）で割り市民１人当たりの金額に換算して、家
計で使う項目に例えてみました。

豊川市の家計簿

◎収入
給料（市税など） 19万５千円
親などからの援助（国・県支出金など） 11万６千円
ローンで賄っている額（市債） ２万１千円

◎支出
食費（人件費） ５万５千円
医療費など（扶助費） ６万７千円
ローン返済（公債費） ４万２千円
自宅の増築など（普通建設事業費・災害復旧費） ３万１千円
自宅の修繕など（維持補修費） ４千円
光熱水費（物件費） ４万６千円
友人へのお祝い金など（補助費等） 2万６千円
証券投資など（貸付金、投資及び出資金） ６千円
子どもへの仕送り（繰出金） ２万７千円
貯金（積立金） １万２千円
来期に支払うお金（翌年度へ繰越すべき財源） ２千円
繰越金（実質収支額） 1万４千円
合　計 33万２千円

合　計 33万2千円

　家計と市の財政では、
お金の使い方も規模も違
うため単純に比べられない
ところもありますが、おお
よそこのようになります。
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豊川市の財政状況1

土　地（㎡） 666 万 4,065.43 建 　  物（㎡） 59 万 9,476.12
基　金（万円） 136 億 4,292.9 有価証券（万円） 1 億 1,129.0

会　計　名 予算現額 収入済額 支出済額
豊川西部土地区画整理事業 5 億 1,400.0 2 億 8,531.2 1 億 8,499.9
豊川駅東土地区画整理事業 6 億 6,380.0 3 億 9,441.8 2 億 8,321.5
公共下水道事業 53 億 8,690.0 21 億 9,010.2 13 億 5,909.6
農業集落排水事業 9,150.0 6,098.9 3,378.4
公共駐車場事業 7,780.0 3,777.7 3,705.2
国民健康保険 170 億 8,252.6 83 億   650.2 74 億 4,271.2
後期高齢者医療 18 億 3,538.8 7 億   417.6 3 億 4,075.5
介護保険 103 億 9,281.1 45 億 7,322.5 41 億 9,304.5
土地取得 5 億 8,500.0 636.7 0.0
一宮財産区管理事業 210.0 277.6 4.9
赤坂財産区管理事業 210.0 195.7 79.8
長沢財産区管理事業 390.0 86.1 161.9
萩財産区管理事業 1,120.0 401.0 422.1
　 合　　　　 計　 366 億 4,902.5 165 億 6,847.2 138 億 8,134.5

特別会計

市有財産の状況

市債の状況 （平成24年９月30日現在／単位：万円） （平成 24 年９月 30 日現在 / 単位：万円）

（平成 24 年９月 30 日現在）

借　入　先　別 構成比（%）
財務省 305 億 6,478.7 33.2
地方公共団体金融機構 191 億 7,945.5 20.8
共済組合等 24 億 7,090.9 2.7
銀行等 395 億 1,884.0 42.9
その他 4 億 1,254.5 0.4

現在高　921億 4,653.6

会　　計　　別 構成比（％）
一般会計 567 億 8,003.9 61.6
公共下水道事業

（特別会計） 255 億   861.3 27.7

農業集落排水事業
（特別会計） 5 億7，643.3 0.6

公共駐車場事業 
（特別会計） 2 億 6,605.2 0.3

水道事業（企業会計） 39 億 2,171.8 4.3
病院事業（企業会計） 50 億 9,368.1 5.5 会　計　名 区　　分 収入済額 支出済額

水道事業 収　益　的 12 億 3,885.1 8 億 6,394.5
資　本　的 9,297.0 1 億 7,290.6

病院事業 収　益　的 60 億 8,190.4 46 億 4,337.5
資　本　的 1 億 7,593.6 13 億 7,080.8

合　　計 収　益　的 73 億 2,075.5 55 億   732.0
資　本　的 2 億 6,890.6 15 億 4,371.4

企業会計

平成24年度　予算執行の状況
一般会計   平成 23 年度繰越額 8 億 2,089.0 万円を含む　　　　　　　　　　　　　　　 （平成 24 年９月 30 日現在／単位：万円）

環境学習推進事業（左）と新市民病院建設事
業（右）

（平成 24 年９月 30 日現在 / 単位：万円）

公債費

（億円）0 10 20 30 40 50 100 150 200 300 010203040506070100150 （億円）

市　税

国庫
支出金

県
支出金

民生費

総務費

衛生費

予算現額  262億7,440.4

収入済額  159億6,191.7
68億1,812.1

33億4,730.9

6億4,243.8

諸収入
26億2,527.8

7億2,550.2

その他

0

31億4,141.5

54億3,941.4

26億1,562.2

予算現額  201億3,807.8

支出済額  92億8,131.3
73億4,008.2

19億7,679.2
72億1,254.2

25億5,624.0

土木費
62億8,032.7

27億5,586.6
43億8,857.6

13億2,737.5

教育費
70億1,167.4

22億5,562.8

消防費
27億5,232.5

10億387.8

その他

30億3150.0

12億8,738.6

23億8,500.5

15億5,624.7

予算現額　605億4,010.9
収入済額　299億2,950.2

歳入 執行率
49.4％

予算現額　605億4,010.9
支出済額　240億　  72.5

歳出執行率
39.6％

… … …

27億189.8

…250

市　債
43億8,080.0

0

…

地方
交付税

60億9,547.3

43億695.9

…

24億1,789.5

29億7,516.6
繰越金

… 200…

繰入金

諸支出金
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豊川市職員の給与などの状況2

職員給与費の状況

職員数
（Ａ）

給　　　　　　与　　　　　　費 一人当たり
の給与費

（Ｂ／Ａ）給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

1,067人 43億6,758.1万円 8億6,649.8万円 15億3,249.8万円 67億6,657.7万円634.2万円
※職員手当には、退職手当を含みません
※職員数は、平成23年４月１日現在の人数です

職員の平均給料・平均給与月額及び平均年齢の状況

区　分
一 般 行 政 職 技 能 労 務 職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

豊川市 355,300円 386,420円 44歳7月 306,000円 315,976円 51歳1月
愛知県 347,067円 448,527円 43歳2月 ― ― ―

※一般行政職とは、税務職・福祉職・消防職・医療職・技能労務職・企業職を除いた職員をいいます
※平均給与月額は、毎月支払われる給与（給料、扶養手当、地域手当、住居手当、管理職手当）の平均です
　（豊川市では、平成22年４月１日から地域手当は支給していません）
※愛知県については、「愛知県公報（平成24年９月28日愛知県人事委員会）」の資料から引用しました

職員の初任給の状況
区　 　　分 豊 川 市 愛 知 県 国

一般行政職
大学卒 178,800円 181,300円 172,200円

高校卒 144,500円 146,500円 140,100円

技能労務職
高校卒 146,700円 ― ―

中学卒 133,100円 ― ―

職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況
区　　 　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 262,953円 329,819円 369,953円
高校卒 該当者なし 該当者なし ―

（平成23年度普通会計決算）

（平成24年４月１日現在）

（平成24年４月１日現在）

（平成24年４月１日現在）

豊
川
市
職
員
の
給
与
な
ど
の
状
況

　

市
の
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た

め
、
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
人
事
課
（
89
局
２
１
２
２
番
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◎
特
集
２

ラスパイレス指数の状況
区　　分 平成23年度 平成18年度

豊　川　市 101.4 95.1

類似団体平均 　98.9 97.6

全国市平均 　98.8 97.4
※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100
　とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数です

（各年４月１日現在）

人件費の状況
住民基本台帳人口
(平成24年3月31日現在)

歳　出　額
（Ａ） 実質収支 人　件　費

（Ｂ）
人件費率

（Ｂ／Ａ）
22年度の
人件費率

179,920人 568億1,084.6万円 25億8,255.0万円 98億4,907.3万円 17.3％ 17.6％
※人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます
※平成23年度一般会計決算では、歳出額は568億0984.5万円、人件費は99億2,959.8万円です

（平成23年度普通会計決算）

区　　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 ９級 計
標準的な職務内容事務員・技術員 主事・技師 主任 係長 課長補佐 課長・主幹 次長 部長 ―

職員数 8人 40人 60人 157人 121人 82人 55人 21人 13人 574人
構成比 1.4％ 7.2％ 10.8％ 28.2％ 21.7％ 14.7％ 9.9％ 3.8％ 2.3％ 100％

1年前の構成比 0.9％ 7.1％ 12.0％ 27.4％ 20.9％ 15.9％ 9.9％ 3.6％ 2.3％ 100％
5年前の構成比 0.7％ 6.8％ 44.0％ 19.0％ 12.7％ 10.5％ 3.9％ 2.4％ ― 100％

一般行政職の級別職員数の状況

※豊川市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です
※平成18年度に９級制から８級制に、平成20年度に８級制から９級制に変更しています

（平成24年４月１日現在）
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豊川市職員の給与などの状況2

期末・勤勉手当の状況
豊　川　市 国

区　　　分 期　末 勤　勉 期　末 勤　勉

23年度支給割合 2.60月分
（1.45月分）

1.35月分
（0.65月分）

2.60月分
（1.45月分）

1.35月分
（0.65月分）

23年度中の１人平均支給額 141.6万円 －

加算措置の状況
職制上の段階 、職務
の級などによる加算
措置有り

職制上の段階、職務
の級などによる加算
措置有り

特別職の報酬等の状況
区　　　分 月　　　額 期末手当（23年度支給割合）

給　　料
市　長 1,069,000円

2.95月分
副市長 874,000円

議員報酬
議　長 562,000円

2.95月分副議長 512,000円
議　員 479,000円

（平成24年４月１日現在）

特殊勤務手当の状況

区 分 主な支給対象職員と対象業務 支給単価

徴 収 
手 当

税務職（徴収業務） 日額　　　  500円
税務職（差押え、公売に関する業務） 1件につき   500円

福 祉 
手 当

一般行政職（生活保護業務） 月額　　  2,000円
一般行政職（行旅病人の救護） 1回につき 1,000円
一般行政職（行旅死亡人の処理） 1回につき 3,000円
福祉職（障害児保育） 月額　　  2,000円

感染症
作業手当

一般行政職・技能労務職（当該物件の
処理等） 日額　　　  500円

消 防 
手 当

消防職（消防業務） 月額　　  3,000円
救急救命士のうち市長が定める者

（救急、救助のための出動） 1回　　　   300円

上記以外の消防職（救急、救助のための出動）1回　　　   200円
消防職（職務の級が6級以上の者の隔日勤務）月額   給料月額×3/100

不 快
手 当

技能労務職（一般廃棄物処分場にお
ける廃棄物の処分作業） 日額　　　  700円

その他の手当の状況
区 分 内　　　　容　 国の制度との違い

扶 養 
手 当

（月額）

配偶者　　　　　　　　 13,000円
一般の扶養親族　　　  　　 6,500円

（配偶者がいない場合１人のみ　11,000円）
16歳以上22歳以下の子の加算1人につき　 5,000円

同　　　じ

支給年額（23年度） 1億3,887.8万円
住 居 
手 当

（月額）

借家限度額　　　　　　 27,000円
同　　　じ

支給年額（23年度）　　3,920.2万円
通 勤 
手 当

（月額）

交通機関利用限度額　　 55,000円
距離別支給限度額　　　 24,500円

距離別支給につい
て金額が異なる区
分がある支給年額（22年度）　　6,018.3万円

管理職 
手　当

（月額）

部長相当職　　 　　     102,200円
次長相当職　　 　　       79,600円
課長相当職　　 　　       61,600円
課長補佐相当職  　     　41,100円

－

支給年額（23年度） 1億4,805.8万円

管理職員 
特別勤務
手      当

部長相当職　　　　　　  10,000円
次長相当職　　　　　　   8,000円
課長相当職　　　　　　   6,000円
課長補佐相当職  　　　　 4,000円

－

支給年額（23年度）　　   108.5万円
休日勤
務手当

勤務１時間当たりの給与額×135/100
同　　　じ

支給年額（23年度）　　5,371.8万円
夜間勤
務手当

勤務１時間当たりの給与額×25/100
同　　　じ

支給年額（23年度）　　2,351.2万円
宿日直
手   当

勤務1回につき　　　　　  4,600円
勤務1回につき4,200円

支給年額（23年度）　　　112.2万円

支給実績（平成23年度） 1,973.1万円
支給対象職員１人当たり平均支給年額（平成23年度） 76,774円
職員全体に占める手当支給職員の割合（平成23年度） 24.1％
手当の種類（手当数） 5種類

23年度
支給年額 3億36.2万円
職員１人当たり平均支給年額 35.9万円

22年度
支給年額 2億9,887.8万円
職員１人当たり平均支給年額 33.2万円

時間外勤務手当の状況

区　　　分
算定方式

支給時期
1期の手当額

退　職
手　当

市　長
給料月額×在職年数×550/100 任期ごと

（特例条例により不支給）23,518,000円

副市長
給料月額×在職年数×370/100

任期ごと
12,935,200円

退職手当の状況
豊　川　市 国

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 23.50月分 30.55月分 勤続20年 23.50月分 30.55月分

勤続25年 33.50月分 41.34月分 勤続25年 33.50月分 41.34月分

勤続35年 47.50月分 59.28月分 勤続35年 47.50月分 59.28月分

最高限度額 59.28月分 59.28月分 最高限度額 59.28月分 59.28月分

１人当たり
平均支給額 715.6万円 2,572.4万円 －

定年前早期退職特例措置＝２～20％加算 定年前早期退職特例措置＝２～20％加算
※退職手当の１人当たり平均支給額は、23年度に退職した全職種の職員
　に支給された平均額です

（平成24年４月１日現在）

（平成24年４月１日現在）

（平成24年４月１日現在）

※退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び支給率に
　基づき、１期（＝48月）勤めた場合における退職手当の見込額です

※（　）内は、再任用職員に係る支給割合です
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一
宮
保
育
園
で
は
、
芝
生
に
覆
わ
れ

た
園
庭
で
初
め
て
の
運
動
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
園
庭
の
芝
生
化
は
、
園
児
た

ち
が
外
で
元
気
に
活
動
で
き
る
よ
う
に

と
、
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
も
の
で
、六
月
に
園
児
や
保
護
者
、

地
域
の
人
た
ち
が
一
緒
に
芝
生
を
植
え

ま
し
た
。

　

運
動
会
で
は
、
園
児
た
ち
が
芝
生
の

上
を
は
だ
し
で
駆
け
回
っ
た
り
、
演
技

を
し
た
り
し
ま
し
た
。
訪
れ
た
家
族
か

ら
は
声
援
や
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

三
百
万
人
目
の
入
場
者
は
岡
崎
市

の
ご
夫
婦
で
、
花
束
の
他
、
入
浴
券

と
食
事
券
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

三
百
万
人
前
後
の
入
場
者
に
も
記
念
品

が
手
渡
さ
れ
、
思
わ
ぬ
出
来
事
に
驚
き

な
が
ら
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

温
泉
施
設
で
あ
る
本
宮
の
湯
の
入
場

者
が
三
百
万
人
を
達
成
し
、
記
念
の
セ

レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
宮
の
湯
は
平
成
十
四
年
に
オ
ー
プ

ン
し
た
天
然
温
泉
で
、
本
年
度
、
節
目

と
な
る
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

 13日 2日

入
場
者
が
三
百
万
人
を
達
成
し
た

ふ
れ
あ
い
交
流
館
「
本
宮
の
湯
」

 ６日

園
庭
の
芝
生
の
上
を

元
気
に
走
る
園
児
た
ち

赤
坂
の
舞
台
で

歌
舞
伎
を
公
演

　

明
治
時
代
の
農
村
舞
台
を
今
に
残
す

赤
坂
町
の
八
幡
社
境
内
の
赤
坂
の
舞
台

で
、
歌か

舞ぶ

伎き

公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

舞
台
に
は
、
竹
と
丸
太
を
使
っ
て
ド
ー

ム
状
の
屋
根
を
形
作
っ
た
小
屋
掛
け
と

呼
ば
れ
る
客
席
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

舞
台
で
は
、
金
沢
歌
舞
伎
、
初
出
演

と
な
る
「
お
く
に
さ
ん
座
」
や
一
宮
南

部
小
学
校
歌
舞
伎
ク
ラ
ブ
が
公
演
を
し

ま
し
た
。
ま
た
、
赤
坂
小
学
校
の
児
童

に
よ
る
太
鼓
が
披
露
さ
れ
、
観
客
か
ら

大
き
な
声
援
が
飛
ん
で
い
ま
し
た
。



月

　

第
七
回
B

－

１
グ
ラ
ン
プ
リ
が
、

二
十
・
二
十
一
日
に
北
九
州
市
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
い
な
り
寿
司
で

豊
川
市
を
も
り
あ
げ
隊
が
出
展
し
、
ブ

ー
ス
前
に
は
、
長
い
行
列
が
で
き
て
い

ま
し
た
。
結
果
は
、
入
賞
こ
そ
逃
し
ま

し
た
が
、
隊
員
が
歌
や
声
掛
け
で
盛
り

上
げ
て
、
昨
年
以
上
の
お
も
て
な
し
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
来
年
十
一
月
九
・
十
日

の
次
期
開
催
市
と
し
て
、
市
長
が
引
き

継
ぎ
の
大
扇
子
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

� ー広報とよかわ

 21日
来
年
は
豊
川
で
開
催

Ｂ
ー
１
グ
ラ
ン
プ
リ

10
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聞
こ
え
な
い
人
た
ち
と
共
に

こ
れ
か
ら
も
歩
み
続
け
て
い
き
ま
す

　

私
た
ち
「
手
話
サ
ー
ク
ル
い

ず
み
」
は
、
昭
和
五
十
七
年
に

設
立
し
、
今
年
で
三
十
周
年
を

迎
え
ま
す
。
市
ろ
う
あ
者
福
祉

協
会
と
関
わ
り
な
が
ら
、
聴
覚

障
害
者
と
健
聴
者
が
共
に
学
び

合
い
、
情
報
交
換
や
諸
問
題
へ

　

サ
ー
ク
ル
の
会
員
数
は
、

六
十
人
ほ
ど
で
す
。
活
動
に
は

手
話
経
験
に
関
わ
ら
ず
、
常
に

三
、四
十
人
が
参
加
し
て
い
ま

す
。
ろ
う
あ
者
の
参
加
が
多
い

の
も
私
た
ち
の
サ
ー
ク
ル
の
特

徴
の
ひ
と
つ
で
す
。

手
話
の
学
習
、
防
災
や
生
活
に

関
す
る
こ
と
の
学
習
、
聴
覚
障

害
者
の
情
報
保
障
や
権
利
に
関

す
る
活
動
、
お
楽
し
み
交
流
会

の
開
催
、
ふ
れ
愛
・
み
ん
な
の

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
の
手
話
コ

ー
ナ
ー
へ
の
協
力
な
ど
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。

の
取
り
組
み
を

行
っ
た
り
、
社

会
啓
発
を
行
っ

た
り
し
て
き
ま

し
た
。

　

私
た
ち
は
、

毎
週
火
曜
日
の

午
前
十
時
か
ら

正
午
ま
で
、
ウ

ィ
ズ
豊
川
で
活

動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
活
動
内

容
と
し
て
は
、

　

今
後
も
、
手
話
サ
ー
ク
ル
い

ず
み
は
良
い
サ
ー
ク
ル
だ
と
、

皆
さ
ん
か
ら
認
め
ら
れ
、
愛
さ

れ
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば

っ
て
行
き
た
い
で
す
。

　

私
た
ち
の
サ
ー
ク
ル
活
動
に

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
見
学

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 団体名：手話サークルいずみ

代表者：足立節子
ＴＥＬ：87－2107（本田）

　

私
は
、
福
祉
の
通
信
教
育
を

二
年
間
受
講
し
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
定
年
退
職
後
、
地
域

に
住
む
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

の
方
に
お
弁
当
を
配
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
市
内
で
高

齢
者
の
方
を
対
象
と
し
た
「
サ

ロ
ン
」
を
作
る
動
き
が
あ
り
、

お
弁
当
の
配
布
と
同
時
に
サ
ロ

ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
始
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。　

　

始
め
た
当
初
は
ど
う
し
て
よ

い
の
か
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か

り
で
、
い
つ
ま
で
続
け
ら
れ
る

の
か
不
安
で
し
た
が
、
周
り
の

人
に
恵
ま
れ
、
参
加
者
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
仲
間
と
ア
イ
デ
ア
を

た
く
さ
ん
出
し
合
い
な
が
ら
続

け
る
こ
と
が
で
き
、
気
付
け
ば

十
二
年
の
歳
月
が
流
れ
て
い
ま

し
た
。こ
の
十
二
年
の
経
験
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
を
生
か
し
、

会
を
作
り
あ
げ
て
い
く
楽
し
さ

と
生
き
が
い
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

二
年
前
に
膝
を
悪
く
し
て
か

ら
、
残
念
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
続
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
今
度
は
参
加

者
と
し
て
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

年
を
重
ね
る
と
体
調
の
変
化
を

き
っ
か
け
に
家
に
閉
じ
こ
も
り

が
ち
に
な
る
と
い
わ
れ
ま
す

が
、
私
に
は
サ
ロ
ン
活
動
が
あ

っ
て
、
良
い
仲
間
が
い
て
、
本

当
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。

「
サ
ロ
ン
」を
通
し
て
楽
し
さ
と 

生
き
が
い
を
見
つ
け
ま
し
た

とよかわ健康づくり計画「健幸家族」

三蔵子町
伊村京子さん
（78歳）
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　あんぐり開けた大きなお
口はごきげんのサイン。も
っと遊んでよ～、とパパマ
マにおねだり中。いっぱい
遊んで元気に育ってね。

颯
そ う ま

真くん
平成24年８月17日生まれ
宇野雄祐・圭子さんの長男

　ゆあお姉ちゃんと二人で
ごろん。いつも笑顔の仲良
し姉妹。おでこに乗せたボ
ールが落ちないうちに早く
撮ってよー。

望
も か

花ちゃん
平成20年10月４日生まれ
清王雅彦・真妃さんの次女

す
。
そ
の
お
か
げ
で
、
授
業
と

放
課
の
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
こ

と
が
で
き
、
と
て
も
良
い
雰
囲

気
で
授
業
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
で
決
め
た
ル
ー
ル
を

み
ん
な
で
守
る
こ
と
が
で
き
る

こ
の
学
校
が
、僕
の
自
慢
で
す
。

　

中
部
中
学
校
の
他
校
に
負
け

な
い
良
い
点
は
、
平
成
二
十
二

年
度
に
生
徒
み
ん
な
で
作
っ
た

「
分
か
る
・
楽
し
い
授
業
八
か

条
」
が
あ
る
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
は
、
当
時
の
生
徒
会
が

全
校
生
徒
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
、
決
め
た
も
の
で
す
。
八
か

条
で
は
、
大
き
な
声
で
発
言
す

る
こ
と
や
相
手
の
目
を
見
て
話

す
こ
と
な
ど
、
授
業
を
受
け
る

自
分
た
ち
の
姿
勢
を
定
め
て
い

ま
す
。

　

八
か
条
の
中
で
も
「
一
分
前

着
席
を
し
よ
う
」
は
、
全
校
生

徒
が
意
識
し
て
い
る
と
い
っ
て

よ
い
ほ
ど
し
っ
か
り
定
着
し
て

い
ま
す
。
一
分
前
着
席
を
し
て

い
な
か
っ
た
ら
、
他
の
人
が
注

意
す
る
こ
と
も
で
き
て
い
ま 中部中学校

スクールリポーター
２年５組
鈴木虎太郎さん

み
ん
な
で
決
め
た
ル
ー
ル
を

み
ん
な
で
守
れ
る
学
校
で
す

三浦翔子さん（24歳）

　

私
は
小
学
生
の
頃
か
ら
ダ
ン
ス
を
続
け
て

い
ま
す
。
ダ
ン
ス
は
趣
味
で
あ
り
、
自
分
を

表
現
で
き
る
場
で
す
。
ス
テ
ー
ジ
で
踊
り
、

観
客
に
感
動
し
て
も
ら
え
た
と
き
は
最
高
に

う
れ
し
い
で
す
。
ま
た
、
一
緒
に
踊
る
仲
間

と
の
絆
は
心
の
支
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

長
く
続
け
ら
れ
る
趣
味
の
お
か
げ
で
、
毎

日
を
楽
し
く
過
ご
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
い
ろ
い
ろ
な
舞
台
を
見
て
、
も
っ
と
ダ
ン

ス
の
勉
強
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

このコーナーに登場するお子さんを募集しています。住所、氏名、電話番号を明記の上、写真とコメン
トを秘書課わんぱくショット係（〒442-8601諏訪１－１）へ、お送りください。
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・
事
務
事
業
の
整
理
合
理
化
に
よ
り

４
３
６
万
円
の
削
減

・
市
民
と
の
協
働
に
よ
り

１
６
６
万
５
千
円
の
削
減

・
事
業
の
廃
止
・
縮
小
に
よ
り

２
千
３
９
４
万
３
千
円
の
削
減

■
目
標
に
対
す
る
達
成
度

　

前
年
度
と
比
較
し
た
、
平
成
23
年

度
の
効
果
実
績
額
は
効
果
目
標
額

と
し
て
い
た
８
千
万
円
を
上
回
る

8
千
４
１
５
万
９
千
円
と
な
り
、
達
成

度
は
１
０
５
・
２
㌫
で
し
た
。

　

達
成
度
が
高
か
っ
た
理
由
と
し
て

は
、
推
進
計
画
で
は
未
定
と
し
て
い
た

市
有
財
産
（
物
品
）
の
売
却
額
の
確
定

や
正
規
職
員
の
嘱
託
員
化
に
伴
う
経
費

の
削
減
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
総
合
計
画
実
施
計
画
に
位

置
づ
け
ら
れ
た
事
業
の
推
進
に
必
要

な
予
算
や
人
員
を
確
保
し
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
向
上
す
る
た
め
に
、
平
成
19
年

２
月
に
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
ま
し

た
。
こ
の
計
画
に
基
づ
く
23
年
度
の
行

政
改
革
の
取
組
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
行
政
課
（
89
局

２
１
２
３
番
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
主
な
取
組
と
そ
の
成
果

　

平
成
23
年
度
の
主
な
取
り
組
み
と
成

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

収
入
を
増
や
す
取
組

・
広
告
主
募
集
制
度
の
導
入
に
よ
り

１
３
２
万
７
千
円
の
収
入
増

・
公
有
財
産
等
の
適
正
管
理
に
よ
り

１
３
１
万
４
千
円
の
収
入
増

経
費
の
削
減
の
取
組

・
正
規
職
員
の
嘱
託
員
化
な
ど
に
よ
り

５
千
１
６
万
６
千
円
の
削
減

４
月
採
用
予
定
の
職
員
を
募
集
し
ま

す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
83
局
５
２
１
１
番
）
へ
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

採
用
予
定
人
員　

１
、２
人
程
度

受
験
資
格　

昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
、
社
会
福
祉
士
の
資
格
を
有

す
る
方
、
ま
た
は
平
成
25
年
３
月
31
日

ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
方
（
資
格

を
取
得
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
採
用
さ

れ
ま
せ
ん
）

一
次
試
験
日　

12
月
22
日
（
土
）。
合

格
者
は
、
二
次
試
験
が
あ
り
ま
す

申
し
込
み　

12
月
３
日
（
月
）
か
ら
、

申
込
書
類
を
社
会
福
祉
協
議
会
総
務
課

で
配
布
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）。
関
係
書
類
を
記
入
の
上
、

本
人
が
直
接
、
執
務
時
間
中
に
社
会
福

祉
協
議
会
総
務
課
へ

申
込
期
限　

12
月
17
日
（
月
）

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
光
で
ま
ち
な
か

の
魅
力
を
演
出
す
る
「
す
わ
ポ
ン
イ
ル

ミ
ナ
イ
ト
」
を
12
月
８
日
か
ら
１
月
13

日
ま
で
の
午
後
５
時
か
ら
９
時
ま
で
、

プ
リ
オ
ビ
ル
周
辺
で
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
12
月
８
日
（
土
）
午
後
５
時

か
ら
、
プ
リ
オ
ビ
ル
正
面
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
の
特
設
会
場
で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

点
灯
式
を
開
催
し
ま
す
。
併
せ
て
、
諏

訪
地
区
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で

あ
る
「
す
わ
ポ
ン
」
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ

歌
詞
募
集
に
関
す
る
入
賞
者
表
彰
式
と

完
成
し
た
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
の
発
表
式
を

行
い
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
ま
ち
Ｄ
Ｅ
Ｎ
ラ
ボ

事
務
局
（
豊
川
市
開
発
ビ
ル
内
☎
89
局

３
０
０
０
番
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

社
会
福
祉
協
議
会
で 

職
員
を
募
集

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
平
成
25
年

　

豊
川
ま
ち
な
か
交
流
拠
点
「
ま
ち
Ｄ

Ｅ
Ｎ
ラ
ボ
」
で
は
、
中
心
市
街
地
で
あ

る
諏
訪
地
区
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

昨年のすわポンイルミナイトの様子

行
政
改
革
の
取
組
状
況

す
わ
ポ
ン
イ
ル
ミ
ナ
イ
ト
開
催
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項　　目 実施内容 進ちょく状況に対する自己評価（評点）
指定避難地の見直し及
び避難経路の確立

津波危険区域において、効果的に避難する経路を地
元自主防災会と調整し、避難誘導看板を設置する。 工程計画に沿って進んでいると評価する。３点

太陽光発電の公共施設
導入及び一般住宅用へ
の補助拡充

市役所などの公共施設へ太陽光発電設備を設置す
る。また、一般住宅への太陽光発電システム設置費
補助基数を任期前期に前倒して充実を図る。

多くの公共施設への太陽光発電設備設置
により工程計画以上と評価する。 ４点

１．やすらぎやうるおいのある安全・安心なまちづくり（評点結果：13.0点）

２．子どもたちの笑顔があふれ、文化のさかんなまちづくり（評点結果：12.0点）

　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
工
程
計
画
は
、
市
長

の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
あ
る
48
項
目
に
つ

い
て
、
事
業
の
実
施
内
容
、
実
施
（
達

成
）
時
期
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
も
の

で
す
。

　

今
回
、
こ
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
工
程
計

画
に
対
し
て
、
市
長
が
自
己
評
価
し
た

評
価
表
の
中
か
ら
主
な
項
目
を
選
び
、

ご
紹
介
し
ま
す
。

項　　目 実施内容 進ちょく状況に対する自己評価（評点）
老朽化した校舎の計画
的な建替え 老朽化した校舎の改築を計画的に実施する。 工程計画に沿って進んでいると評価する。３点

駅伝大会の誘致及び民
間団体によるリレーマ
ラソンへの支援

陸上競技場を会場とした駅伝大会の開催を検討す
るとともに、実施しているリレーマラソンを支援
し、平成 26 年度から実施を引き継ぐ。

駅伝大会の誘致については、市陸上競技
協会と実施に向けた関係機関との調整に
時間がかかり進ちょくが遅れている。

２点

　～将来を担う子どもたちが希望をもてるまちを目指して～

マニフェスト工程計画に対する自己評価表
　平成 24 年２月に公表したマニフェスト工程計画の 48 項目について、昨年度までの実施状況や
本年度の取り組みを明らかにするとともに、事業によって得られる成果や工程計画に対する進行
状況を勘案して、市長が５点満点で自己評価しました。総合評点は 100 点満点中 65.7 点でした。
この自己評価表は、市ホームページでご覧いただくことができます。（URL：http://www.city.
toyokawa.lg.jp/munic/manihuesuto.html）
　詳しいことは、企画政策課（89 － 2126）へ、お問い合わせください。

３．生涯を健康で安心して暮らせるまちづくり（評点結果：13.0点）
項　　目 実施内容 進ちょく状況に対する自己評価（評点）

新市民病院の建設及び救
命救急センターの設置

新市民病院の建設を進め、平成 25 年５月連休明け
の開院を図る。また、開院後、救命救急センターの
設置申請を行い、早期開設を図る。

工程計画に沿って進んでいると評価する。３点

児童クラブ室の空調施
設整備

熱中症対策など健康面への配慮や、良質な保育環境
の提供の観点から、未整備の児童クラブ室に空調設
備を整備する。

整備完了により工程計画が実行できた。 ５点

４．都市基盤が整い、にぎわいと活力あふれるまちづくり（評点結果：13.7点）
項　　目 実施内容 進ちょく状況に対する自己評価（評点）

Ｂ－１グランプリ全国
大会の誘致

Ｂ－１グランプリ全国大会を開催し、「豊川いなり
寿司」のブランド化を図る。 工程計画に沿って進んでいると評価する。３点

５．あらたな行政改革と住民との協働のまちづくり（評点結果：14.0点）
項　　目 実施内容 進ちょく状況に対する自己評価（評点）

市長２期目退職金につ
いても無支給

「豊川市長の退職手当の特例に関する条例」を平成
23 年 12 月議会に上程し、公布の日から施行する。

特例条例が可決したため、工程計画が実
施できた。 ５点

■５つのまちづくりの総合評点：65.7点（100点満点中）

評点の配点方法
●評点は、各項目５点満点評価の数値を使っています。
●５つのまちづくりの評点は、それぞれ 20点満点とし、
　合計 100 点満点としています。
●評点結果は、まちづくりごとに各項目の合計値を算
　出し、その数値を 20点満点に置き換えた評点です。

評点内容
５点：工程計画を実行し、事業の完了または目的達成
４点：工程計画より早いまたは内容を越えた実施
３点：工程計画どおりの実施
２点：工程計画より遅いまたは内容に満たない実施
１点：工程計画よりかなり遅いまたは内容に満たない実施
０点：工程計画が頓挫している事業、中止と判断した事業
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語
学
講
座
を
開
催

国
際
交
流
協
会
☎
83
局
１
５
７
１
番

　

５
つ
の
語
学
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
英
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
入
門

（
英
検
２
級
程
度
レ
ベ
ル
）

日
時　

１
月
８
日
か
ら
３
月
26
日
ま
で

の
毎
週
火
曜
日
で
全
12
回
。
午
後
１
時

30
分
か
ら
３
時
ま
で
▼
講
師　

鈴
木
シ

ェ
リ
ー
さ
ん
▼
定
員　

20
人
▼
受
講
料

　

一
般
＝
１
万
円
▽
会
員
＝
６
千
円

（
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）

■
楽
し
い
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
英
語

初
中
級
レ
ベ
ル
）

日
時　

１
月
８
日
か
ら
３
月
26
日
ま
で

の
毎
週
火
曜
日
で
全
12
回
。
午
後
７
時

30
分
か
ら
９
時
ま
で
▼
講
師　

ジ
ョ
ニ

ー
・
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
さ
ん
▼
定
員　

25

人
▼
受
講
料　

一
般
＝
１
万
円
▽
会
員

＝
６
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）

■
楽
し
い
ハ
ン
グ
ル
２（
初
級
レ
ベ
ル
）

日
時　

１
月
９
日
か
ら
４
月
３
日
ま
で

の
水
曜
日
で
全
12
回
。
午
後
７
時
30
分

か
ら
９
時
ま
で
▼
講
師　

小
野
寿
美
江

さ
ん
▼
定
員　

20
人
▼
受
講
料　

一
般

＝
１
万
円
▽
会
員
＝
６
千
円
（
テ
キ
ス

ト
が
必
要
な
場
合
は
、
２
千
１
０
０
円

が
別
に
必
要
）

■
や
さ
し
い
ス
ペ
イ
ン
語
（
初
級
レ
ベ

ル
）

日
時　

１
月
９
日
か
ら
４
月
３
日
ま
で

の
水
曜
日
で
全
12
回
。
午
後
７
時
30
分

か
ら
９
時
ま
で
▼
講
師　

平
野
エ
ス
ペ

ラ
ン
サ
さ
ん
▼
定
員　

20
人
▼
受
講
料

　

一
般
＝
１
万
円
▽
会
員
＝
６
千
円

（
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）

■
使
え
る
中
国
語
２
（
初
級
レ
ベ
ル
）

日
時　

１
月
10
日
か
ら
３
月
28
日
ま
で

の
毎
週
木
曜
日
で
全
12
回
。
午
後
７
時

30
分
か
ら
９
時
ま
で
▼
講
師　

林
明
子

さ
ん
▼
定
員　

20
人
▼
受
講
料　

一
般

＝
１
万
円
▽
会
員
＝
６
千
円
（
テ
キ
ス

ト
が
必
要
な
場
合
は
、
２
千
３
０
０
円

が
別
に
必
要
）

共
通
事
項

会
場　

勤
労
福
祉
会
館
▼
対
象　

15
歳

以
上
の
方
（
中
学
生
は
除
く
）
▼
申
し

込
み　

12
月
17
日
（
月
）
ま
で
受
け
付

け
。
電
話
で
、
国
際
交
流
協
会
へ
。
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
▼
そ
の
他　

申
し
込
み
人
数
に
よ
り
、
中
止
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す

介
護
者
交
流
会

西
部
高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
88
局
８
０
０
５
番

日
時　

12
月
14
日
（
金
）
午
後
１
時
30

分
か
ら
３
時
ま
で
▼
会
場　

桜
ヶ
丘
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
▼
対
象　

高
齢
者
を
介
護

し
て
い
る
方
▼
参
加
費　

無
料
▼
申
し

込
み　

当
日
、
会
場
へ

図
書
館
の
催
し

◦会場：おはなしのへや
◦定員：100人 ◦会費：無料
◦申し込み：当日、会場へ

◦会場：音羽生涯学習会館児童室
◦定員：30人 ◦会費：無料
◦申し込み：当日、会場へ

音羽図書館
☎80–1355

◦会場：児童コーナー
◦定員：30人 ◦会費：無料
◦申し込み：当日、会場へ

御津図書館
☎56–3538

おやこおはなしの会
12月２日（日）・15日（土）
午前10時30分～11時
すばなしと絵本の読み聞かせなど

おはなしやさん
12月22日（土）
午後２時～２時30分
絵本の読み聞かせと手遊びなど

はっぴーたいむ
12月16日（日）
午前11時～11時30分
絵本の読み聞かせなど

おはなしペープサート
12月９日（日）
午前10時30分～11時
童話や昔話などのペープサート

絵本となかよしの会
12月５日（水）
午前10時30分～11時30分
0～3歳児向けの絵本の読み聞かせなど

中央図書館
☎85–5536

12月２日㈰～15日㈯

おはなしのとびら
12月８日（土）
午前10時30分～11時
クリスマス会
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た
は
５
人
以
下
の
グ
ル
ー
プ
（
未
就
学

児
の
同
行
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）
▼
定

員　

15
人
▼
会
費　

無
料
▼
申
し
込
み

　

12
月
14
日
（
金
）
ま
で
受
け
付
け
。

電
話
で
、
秘
書
課
へ
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

市
民
名
画
劇
場

中
央
図
書
館
☎
85
局
５
５
３
６
番

日
時　

12
月
19
日
（
水
）
午
後
１
時
30

分
か
ら
▼
会
場　

小
坂
井
生
涯
学
習
会

館
集
会
室
▼
上
映
作
品　
「
東
京
暮
色
」

小
津
安
二
郎
監
督
、
有
馬
稲
子
、
原
節

子
ほ
か
出
演
▼
定
員　

50
人
▼
会
費　

無
料
▼
申
し
込
み　

当
日
、
会
場
へ

市
民
ス
キ
ー
教
室

総
合
体
育
館
☎
86
局
５
１
７
５
番

期
間　

２
月
28
日
か
ら
３
月
３
日
ま
で

の
３
泊
４
日
（
車
中
１
泊
）
▼
行
き
先

　

志
賀
高
原
熊
の
湯
ス
キ
ー
場
▼
対
象

　

中
学
生
以
上
▼
定
員　

60
人
▼
会
費

　

３
万
５
千
円
（
２
泊
５
食
の
費
用
、

交
通
費
、
保
険
料
、
指
導
料
な
ど
を
含

む
）
▼
申
し
込
み　

12
月
10
日
か
ら
２

月
20
日
ま
で
、
先
着
順
に
受
け
付
け
。

ま
ち
の
み
ん
な
で
考
え
よ
う 

障
害
者
虐
待
講
演
会

福
祉
課
☎
89
局
２
１
３
１
番

日
時　

１
月
19
日
（
土
）
午
後
１
時

30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で
▼
会
場　

音

羽
文
化
ホ
ー
ル
▼
講
師
・
内
容　

毎
日

新
聞
社
論
説
委
員
・
野
沢
和
弘
さ
ん
に

よ
る
「
ま
ち
の
み
ん
な
で
考
え
よ
う 

障
害
者
虐
待
」
と
題
し
た
講
演
▼
定
員

　

３
０
０
人
▼
参
加
費　

無
料
▼
申
し

込
み　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
89
局
０
６
６
２
番
）

で
①
氏
名
（
団
体
の
場
合
は
団
体
名
と

代
表
者
名
）
②
参
加
人
数
③
電
話
番
号

―

を
記
入
の
上
、
社
会
福
祉
協
議
会

へ
。
Ｅ
メ
ー
ル
（soudan-shakyo@

所
定
の
用
紙
に
記
入
の
上
、
会
費
の
全

額
ま
た
は
申
込
金
５
千
円
を
添
え
て
、

総
合
体
育
館
、
ま
た
は
豊
川
市
ス
キ
ー

協
会
・
森
下
宅
（
86
局
２
５
６
２
番
）

へボ
ウ
リ
ン
グ
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ク
ー
ル

豊
川
市
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会

☎
85
局
６
３
２
１
番（
豊
川
エ
ー
ス
ボ
ウ
ル
内
）

日
時　

１
月
13
日
、
２
月
10
日
、
３
月

10
日
の
日
曜
日
の
午
後
１
時
30
分
か
ら

３
時
30
分
ま
で
▼
会
場　

豊
川
エ
ー
ス

ボ
ウ
ル
▼
講
師　

女
子
プ
ロ
ボ
ウ
ラ

ー
・
安
藤
瞳
さ
ん
▼
対
象　

市
内
の
小
・

中
学
生
▼
定
員　

各
回
30
人
▼
受
講
料

　

１
千
円
（
ゲ
ー
ム
・
貸
し
靴
代
を
含

む
。
当
日
集
金
）
▼
申
し
込
み　

先
着

順
に
受
け
付
け
。
当
日
ま
で
に
所
定
の

用
紙
に
記
入
の
上
、
豊
川
エ
ー
ス
ボ
ウ

ル
へ

toyokaw
a-shakyo.or.jp

）
で
も
申
し

込
み
で
き
ま
す

と
よ
か
わ
探
検
隊 

～
年
の
瀬
市
役
所
探
検
～

秘
書
課
☎
89
局
２
１
２
１
番

　

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で
市
内
を「
探
検
」

し
ま
す
。
今
回
は
、
普
段
あ
ま
り
見
る

こ
と
の
で
き
な
い
図
書
館
の
裏
側
や
、

市
役
所
の
庁
内
を
探
検
し
ま
す
。

日
時　

12
月
27
日
（
木
）
午
前
９
時
か

ら
正
午
ま
で
▼
集
合
場
所　

市
役
所
▼

見
学
場
所　

市
役
所
庁
舎
内
▽
市
役
所

議
場
▽
中
央
図
書
館
・
ジ
オ
ス
ペ
ー
ス

館
▼
対
象　

市
内
に
在
住
の
個
人
、
ま

化会館 ▼講師・内容　戦場カメラマン・渡部陽一
さんによる「家族の絆―世界 100 ケ国以上の家族
と過ごした時間」と題した講演 ▼ 定員　1,300 人

▼参加費　無料 ▼整理券　１月９日（水）から、
地域安心課（北庁舎２階）、生活活性課（北庁舎
２階）、地域振興課（一宮庁舎１階）、音羽・御津・
小坂井支所、文化会館、小坂井文化センターで、
先着順に配布（１人２枚まで）。ただし、１月 16
日（水）以降は地域安心課、文化会館、小坂井
文化センターで配布 ▼その他　託児（１歳以上の
未就学児 16 人まで。おやつ代として１人につき
100 円が必要）があります。１月９日から 31 日
まで、先着順に受け付け。直接、生活活性課へ

　人権と男女共同参画への理解
を深めるための講演会です。
日時　３月２日（土）午後２時
から３時 30 分まで ▼ 会場　文

豊川市人権・
男女共同参画講演会
地域安心課☎89－2149
生活活性課☎89－2165
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固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

る
家
屋
に
課
税
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
24
年
中
に
家
屋
を
取
り
壊
し
た

方
で
、
市
の
調
査
・
確
認
が
済
ん
で
い

な
い
方
は
、
資
産
税
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
新
築
・
増
築
を
し
た
家
屋
に

つ
い
て
は
、
市
職
員
が
現
況
調
査
に
伺

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。ほ

ー
ほ
う
子
ど
も
音
楽
祭
の 

参
加
者
を
募
集

豊
川
音
楽
協
会（
辻
田
）☎
86
局
０
１
６
５
番

日
時　

１
月
26
日
（
土
）
午
前
10
時
か

ら
▼
会
場　

文
化
会
館
▼
内
容　

ピ
ア

ノ
、
声
楽
、
管
・
弦
・
打
楽
器
の
独
奏
・

重
奏
の
各
部
門
▼
対
象　

市
内
に
在
住

の
小
・
中
学
生
、
高
校
生
（
個
人
ま

第
４
期
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

総
合
体
育
館
☎
86
局
５
１
７
５
番

■
男
子

日
時　

１
月
７
日
か
ら
３
月
25
日
ま
で

の
毎
週
月
曜
日
で
全
12
回
。
午
後
６
時

か
ら
９
時
ま
で
▼
受
講
料　

４
千
円

（
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
料
を
含
む
。
12

月
17
日
の
説
明
会
時
に
集
金
）
▼
申
し

込
み　

12
月
16
日
（
日
）
ま
で
受
け
付

け
。
直
接
、
ま
た
は
電
話
で
、
総
合
体

育
館
へ

■
女
子

日
時　

１
月
５
日
か
ら
３
月
30
日
ま
で

の
月
曜
日
、
土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日
で

全
12
回
。
午
後
６
時
30
分
か
ら
９
時
ま

で
▼
受
講
料　

４
千
円
（
ス
ポ
ー
ツ
傷

害
保
険
料
を
含
む
。
12
月
23
日
の
説
明

会
時
に
集
金
）
▼
申
し
込
み　

12
月
22

日
（
土
）
ま
で
受
け
付
け
。
直
接
、
ま

た
は
電
話
で
、
総
合
体
育
館
へ　

共
通
事
項

会
場　

総
合
体
育
館
▼
対
象　

小
学
２

年
生
か
ら
６
年
生
ま
で

し
尿
の
臨
時
く
み
取
り
と　

浄
化
槽
の
清
掃
に
つ
い
て

清
掃
事
業
課
☎
89
局
２
１
６
６
番

　

し
尿
の
臨
時
の
く
み
取
り
や
浄
化
槽

の
清
掃
を
年
内
に
希
望
さ
れ
る
方
は
、

12
月
25
日
（
火
）
ま
で
に
、
地
区
を
担

当
す
る
業
者
へ
、
直
接
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
お
住
ま
い
の
地
区
の
担
当
業

者
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
清
掃
事
業

課
へ
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

下
水
道
を
ご
利
用
の
方
へ

下
水
管
理
課
☎
93
局
０
１
５
７
番

　

下
水
道
使
用
料
を
正
し
く
算
定
す
る

た
め
に
、
下
水
道
を
ご
利
用
の
方
で
次

の
事
項
が
生
じ
た
場
合
は
、
速
や
か
に

下
水
管
理
課
へ
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

❶
建
物
の
取
り
壊
し
な
ど
の
た
め
、
散

水
だ
け
に
水
を
使
用
し
、
下
水
道
へ

は
流
さ
な
く
な
る
と
き
❷
井
戸
水
だ
け

を
使
用
し
て
い
る
方
が
、
新
た
に
水
道

水
を
使
用
す
る
と
き
❸
井
戸
水
を
使
用

し
、
排
水
量
の
「
認
定
」
を
選
択
し
て

い
る
世
帯
で
、
人
数
に
増
減
が
あ
っ
た

と
き
❹
井
戸
メ
ー
タ
ー
・
排
水
メ
ー
タ

ー
な
ど
を
交
換
・
廃
止
す
る
と
き
❺
新

た
に
井
戸
水
を
使
用
す
る
と
き
❻
井
戸

水
を
使
用
し
て
い
る
方
が
、
井
戸
水
の

使
用
を
休
止
・
廃
止
す
る
と
き
❼
水
栓

番
号
が
変
わ
っ
た
と
き

市
民
憲
章
啓
発
習
字
コ
ン
ク
ー
ル
の

優
秀
作
品
決
ま
る

市
民
憲
章
推
進
協
議
会（
生
活
活
性
課
内
） 

☎
89
局
２
１
６
５
番

　

市
民
憲
章
推
進
協
議
会
で
は
、
市
民

憲
章
の
啓
発
の
一
環
と
し
て
市
内
の
小

学
５
・
６
年
生
を
対
象
に
習
字
作
品
を

募
集
し
た
と
こ
ろ
、
１
千
83
点
の
応
募

が
あ
り
、
次
の
方
（
敬
称
略
）
が
入
賞

さ
れ
ま
し
た
。
入
賞
作
品
は
、
市
役
所

１
階
ロ
ビ
ー
な
ど
に
展
示
し
ま
す
。
ま

た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま

す
。

最
優
秀
賞　

山
本
知
夏
子（
八
南
小
６
）

▼
優
秀
賞　

藤
村
成
華
（
桜
町
小
５
）

▼
佳
作　

山
本
楓
香
（
八
南
小
６
）
藤

原
真
統（
桜
町
小
５
）清
家
い
つ
き（
御

油
小
６
）
根
本
紗
良
（
天
王
小
５
）
原

田
翔
生
（
代
田
小
６
）
加
子
華
（
長
沢

小
６
）
小
木
曽
優
（
赤
坂
小
６
）
杉
浦

李
菜
（
小
坂
井
東
小
６
）

家
屋
を
取
り
壊
し
た
方
は 

資
産
税
課
に
連
絡
を

資
産
税
課
☎
89
局
２
１
３
０
番

　

家
屋
に
対
す
る
固
定
資
産
税
や
都
市

計
画
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
、

た
は
グ
ル
ー

プ
）
▼
参
加

費　

個
人
＝

１
千
円
▽
グ

ル
ー
プ
＝
１

人
５
０
０
円

▼
申
し
込
み

　

12
月
20
日

（
木
）
ま
で

受
け
付
け
。

電
話
で
、
豊

川
音
楽
協
会

へ



上
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
国
民
健
康
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
・
介
護
保
険
料

　

普
通
徴
収
分
（
納
付
書
お
よ
び
口
座

振
替
に
よ
る
納
付
）
の
納
付
済
額
に
つ

い
て
は
、
平
成
25
年
１
月
末
に
郵
送
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
特
別
徴
収
分
（
年

金
天
引
き
に
よ
る
納
付
）に
つ
い
て
は
、

公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
国
民
年
金
保
険
料

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

が
送
付
さ
れ
ま
す
。
１
月
１
日
か
ら

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

商
工
観
光
課
☎
89
局
２
１
１
９
番

　

平
成
24
年
工
業
統
計
調
査
が
、
12
月

31
日
現
在
で
、
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
は
、
工
業
の
実
態
や
製
造

活
動
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
市
内
の
す
べ
て
の
製
造

事
業
所
を
対
象
に
調
査
し
ま
す
。
調
査

結
果
は
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料

な
ど
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
、
知
事
か

ら
任
命
さ
れ
た
統
計
調
査
員
が
12
月
中

旬
ご
ろ
か
ら
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご

９
月
30
日
ま
で
に
保
険
料
を
納
め
た
方

は
11
月
に
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
10
月

１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
め
た
方

は
、
平
成
25
年
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ

ま
す
。
申
告
に
は
証
明
書
の
添
付
が
必

要
で
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。
詳
し
い
こ
と
は
、
豊
川
年
金

事
務
所
（
89
局
４
０
４
６
番
）
へ
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
消
防
団
員
」募
集

消
防
本
部
総
務
課
☎
89
局
９
５
７
６
番

　

市
消
防
団
で
は
、
消
防
団
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
消
防
団
と
は
、「
自
分

た
ち
の
ま
ち
を
、
自
分
た
ち
で
守
り
た

い
」
と
い
う
思
い
の
も
と
に
集
ま
り
構

成
さ
れ
た
消
防
機
関
で
す
。

　

消
防
団
員
の
身
分
は
特
別
職
（
非
常

勤
）
の
地
方
公
務
員
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
公
務
災
害
補
償
や
退
職
報
償
金
制

度
、
表
彰
制
度
な
ど
の
待
遇
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。　

　

入
団
資
格
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
調
査

内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
料
な
ど
は 

所
得
か
ら
控
除
で
き
ま
す

保
険
年
金
課
☎
89
局
２
１
１
８
番

介
護
高
齢
課
☎
89
局
２
１
７
３
番

　

平
成
24
年
中
に
支
払
っ
た
国
民
健
康

保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、

介
護
保
険
料
お
よ
び
国
民
年
金
保
険
料

は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
や
市
・
県
民

税
の
申
告
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
領
収
書
な
ど
で
確
認
の

ごみの収集
可燃ごみ

不燃ごみ・危険ごみ

資源の収集

粗大ごみの戸別収集（有料）
手続き 年末予約最終日 年始予約開始日

事前電話予約（89－2174） 12月30日（日） １月 ４日（金）

校区・地区 年末最終日 年始開始日
中部・金屋・東部・豊・豊川・桜木・牛久保・天
王・一宮東部・一宮西部・一宮南部・赤坂・長
沢・萩小学校区、御津町

12月30日（日）
（臨時収集）１月 ４日（金）

桜町・代田・三蔵子・千両・御油・国府・八南・
平尾・小坂井東・小坂井西小学校区

12月31日（月）
（臨時収集）１月 ７日（月）

校区・地区 年末最終日 年始開始日
中部・金屋・東部・豊小学校区 12月24日（月） １月 ７日（月）
桜町・代田・三蔵子・千両小学校区 12月25日（火） １月 ８日（火）
一宮東部・西部・南部・赤坂・長沢・萩・小坂
井東・西小学校区、御津町 12月26日（水） １月 ９日（水）
豊川・桜木・牛久保・天王小学校区 12月27日（木） １月10日（木）
御油・国府・八南・平尾小学校区 12月28日（金） １月 ４日（金）

校区・地区 年末最終日 年始開始日
中部・金屋・東部・豊・豊川・桜木・牛久保・
天王小学校区 12月19日（水） １月16日（水）
桜町・代田・三蔵子・千両・御油・国府・八南・
平尾小学校区 12月26日（水） １月 ９日（水）

一宮東部・西部・南部小学校区 不燃ごみ 12月17日（月） １月 ７日（月）
危険ごみ 12月20日（木） １月17日（木）

赤坂・長沢・萩小学校区 不燃ごみ 12月24日（月） １月14日（月）
危険ごみ 12月20日（木） １月17日（木）

御津町 不燃ごみ 12月20日（木） １月17日（木）
危険ごみ 12月27日（木） １月10日（木）

小坂井東・西小学校区 不燃ごみ 12月21日（金） １月 ４日（金）
危険ごみ 12月28日（金） １月11日（金）

年末年始のごみの収集 清掃事業課☎ 89－ 2166

ごみの持ち込み
区　　分 手続き・持ち込み先 年末最終日時 年始開始日

不燃ごみ（有料） 直接、三月田最
終処分場へ

12月28日（金）
午後４時30分  １月 ４日（金）

危険ごみ（無料）
資源（無料）

12月28日（金）
午後４時30分  １月 ４日（金）

粗大ごみ（家電４品目
はリサイクル券と運搬
手数料500円が必要）

直接、粗大ごみ受付セ
ンターへ。リサイクル
券は郵便局で購入

12月30日（日）
午後４時30分  １月 ４日（金）

可燃ごみ（有料）※ 直接、清掃工場
へ

12月31日（月）
午後４時30分  １月 ４日（金）

※12月29日（土）は、清掃工場がお休みのため、可燃ごみ（有料）の持ち込みは
できません。
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2012.12. １ー ��

く
だ
さ
い
。

人
権
週
間
の
お
知
ら
せ

地
域
安
心
課
☎
89
局
２
１
４
９
番

　

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
は
人
権
週

間
で
す
。
市
で
は
、
人
権
尊
重
思
想
の

普
及
・
高
揚
を
図
る
た
め
、
人
権
擁

護
委
員
に
よ
る
特
別
相
談
を
実
施
し
ま

す
。

日
時　

12
月
10
日
（
月
）
午
後
１
時
か

ら
４
時
ま
で
▼
会
場　

市
役
所
市
民
相

談
室
（
北
庁
舎
４
階
）
▼
申
し
込
み　

当
日
、
会
場
へ

地
球
温
暖
化
・
大
気
汚
染
の

防
止
に
ご
協
力
を

環
境
課
☎
89
局
２
１
４
１
番

　

冬
は
暖
房
機
器
の
使
用
や
気
象
条
件

に
よ
り
、
一
年
で
最
も
空
気
が
汚
れ
や

す
い
季
節
で
す
。
ま
た
、
地
球
温
暖
化

を
も
た
ら
す
二
酸
化
炭
素
濃
度
が
年
々

増
え
続
け
て
い
ま
す
。
エ
ア
コ
ン
の
暖

房
温
度
は
19
度
を
目
安
に
設
定
す
る
▽

照
明
や
電
化
製
品
の
ス
イ
ッ
チ
は
こ
ま

め
に
切
る
▽
無
用
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ

を
や
め
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
努
め
る
▽

公
共
交
通
機
関
や
自
転
車
を
利
用
す
る

―

な
ど
家
庭
で
で
き
る
身
近
な
こ
と

か
ら
、
地
球
温
暖
化
・
大
気
汚
染
を
防

止
し
ま
し
ょ
う
。

一
宮
大
木
土
地
区
画
整
理
事
業
の

事
業
計
画
変
更
の
縦
覧

一
宮
地
区
建
設
課
☎
93
局
３
０
５
１
番

　

一
宮
大
木
土
地
区
画
整
理
組
合
で

は
、
12
月
12
日
か
ら
25
日
ま
で
、
第
２

回
事
業
計
画
変
更
の
縦
覧
を
行
い
ま

す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

平
成
24
年
度
第
2
回 

豊
川
市
都
市
計
画
審
議
会

都
市
計
画
課
☎
89
局
２
１
６
９
番

日
時　

12
月
21
日
（
金
）
午
後
１
時

30
分
か
ら
▼
会
場　

市
役
所
協
議
会
室

（
本
庁
舎
３
階
）
▼
内
容　

①
東
三
河

都
市
計
画
緑
地
の
変
更
（
市
決
定
）
②

東
三
河
都
市
計
画
区
域
区
分
の
変
更

（
県
決
定
）
③
東
三
河
都
市
計
画
用
途

地
域
の
変
更
（
市
決
定
）
④
東
三
河
都

市
計
画
臨
港
地
区
の
変
更
（
県
決
定
）

▼
そ
の
他　

傍
聴
な
ど
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

日
赤
社
員
社
資
募
集
に   

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

福
祉
課
☎
89
局
２
１
３
１
番

　

日
本
赤
十
字
社
の
社
資
募
集
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
社
員
は

普
通
社
員
＝
２
万
２
千
６
１
５
世
帯

▽
特
別
社
員
＝
92
世
帯
▽
企
業
＝
19

事
業
所―

で
し
た
。
ま
た
、
寄
附
は

１
６
４
万
５
千
４
９
０
円
で
、
社
資
は

総
額
１
千
３
９
６
万
３
千
４
９
０
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
社
資
は
、
災
害
救
護
事
業
、
血

液
事
業
、
医
療
活
動
、
看
護
師
養
成
、

国
際
活
動
な
ど
の
各
種
事
業
活
動
に
役

立
て
ら
れ
ま
す
。

農
業
集
落
排
水
施
設
を
ご
利
用
の
方
へ

下
水
管
理
課
☎
93
局
０
１
５
７
番

　

農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
料
を
正
し

く
算
定
す
る
た
め
に
、
農
業
集
落
排
水

施
設
を
ご
利
用
の
方
で
次
の
事
項
が
生

じ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
下
水
管
理
課

へ
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

❶
世
帯
の
人
数
に
異
動
が
生
じ
た
と
き

❷
引
っ
越
し
な
ど
に
よ
り
、
施
設
の
使

用
を
休
止
す
る
と
き
、
ま
た
は
休
止
中

の
施
設
の
使
用
を
再
開
す
る
と
き
❸
建

物
の
取
り
壊
し
な
ど
で
施
設
そ
の
も
の

が
無
く
な
る
と
き

高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
が 

改
正
さ
れ
ま
す

公
共
職
業
安
定
所
☎
86
局
３
３
１
０
番

　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
、
希
望
者

全
員
の
雇
用
確
保
を
図
る
た
め
「
高
年

齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法

律
」
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
す
。
改
正

内
容
は
、
定
年
に
達
し
た
人
を
引
き
続

き
雇
用
す
る
「
継
続
雇
用
制
度
」
の
対

象
者
を
労
使
協
定
で
限
定
で
き
る
仕
組

み
の
廃
止
な
ど
で
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

　音羽蒲郡有料道路は、12 月１日（土）から無料開放
されます。これに伴い、回数通行券の払い戻しをしてい
ます。払い戻し期間は、12 月１日から平成 25 年５月 31
日までの午前９時から午後６時まで（土・日曜日、祝日
を除く）です。直接、県道路公社東三河有料道路事務所（豊
橋市日色野町字前田 26 の３）へ、お越しください。　
なお、払い戻し手数料は不要です。

音羽蒲郡有料道路（三河オレンジロード）の
回数通行券の払い戻しについて
県道路公社東三河有料道路事務所☎0532ー31－2351
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１月の無料市民相談 お気軽にお越しください。
市民相談室（市役所北庁舎４階）☎89－2104
市民よろず相談（電話相談可）毎週月～金曜日   9：00～16：00
行政よろず相談（電話相談可） 10・17・24・31日 13：00～16：00
人権よろず相談（電話相談可） 7・21・28日 13：00～16：00
若者就職相談（予約制）

（予約は☎89－2140） 11日 13：00～16：00
消費生活センター（市役所北庁舎４階）☎89－2238
消費生活相談（電話相談可）毎週月～金曜日   9：00～16：00
多重債務相談（電話相談可）毎週月～金曜日   9：00～16：00
プリオ窓口センター市民相談室（プリオ５階）☎82－1305
法律相談（予約制）

（予約は☎89－2104） 12・19・22・26日 13：00～16：00
女性悩みごと相談（電話相談可） 4・18日 10：00～15：00
登記相談 15日 13：00～16：00
測量相談 11日 13：00～16：00
建築相談 25日 13：00～16：00
労働相談 10日 13：00～16：00
発明考案相談 17日 10：00～12：00
不動産相談 24日 13：00～16：00
若者自立支援相談

（内容などの問い合わせは☎67－3201） 17日 13：00～16：00
健康福祉センター☎92－1377（内容などの問い合わせは、市民相談室☎89－2104）
人権よろず相談 24日 13：00～16：00
音羽支所☎88－8000（内容などの問い合わせは、市民相談室☎89－2104）
人権よろず相談 22日 13：00～16：00
御津生涯学習会館☎76－4714（内容などの問い合わせは、市民相談室☎89－2104）
行政よろず相談 17日 13：00～16：00
小坂井生涯学習会館☎72－2165（内容などの問い合わせは、市民相談室☎89－2104）
人権よろず相談 15日 13：00～16：00
小坂井文化センター☎78－3586（内容などの問い合わせは、市民相談室☎89－2104）
人権よろず相談 24日 10：00～12：00
健康福祉センター☎92－1377（内容などの問い合わせは、消費生活センター☎89－2238）
消費生活相談（電話相談可）１月はありません  9：30～12：00

音羽支所☎88－8000（内容などの問い合わせは、消費生活センター☎89－2238）
消費生活相談（電話相談可） 10日  9：30～12：00
御津支所☎76－4704（内容などの問い合わせは、消費生活センター☎89－2238）
消費生活相談（電話相談可） 17日  9：30～12：00
小坂井支所☎78－2113（内容などの問い合わせは、消費生活センター☎89－2238）
消費生活相談（電話相談可） 24日  9：30～12：00
健康福祉センター☎92－1377（内容などの問い合わせは、福祉課☎89－2131）
障害者よろず相談 9日 13：30～15：30
御津福祉保健センター☎77－1500（内容などの問い合わせは、福祉課☎89－2131）
障害者よろず相談 9日 13：30～15：30
音羽支所☎88－8000（内容などの問い合わせは、福祉課☎89－2131）
障害者よろず相談 9日 13：30～15：30
小坂井文化センター☎78－3586（内容などの問い合わせは、福祉課☎89－2131）
心配ごと相談 24日 10：00～12：00
ウィズ豊川☎83－5211（内容などの問い合わせは、福祉課☎89－2131）
内職相談 毎週金曜日 10：00～15：00
聴覚障害相談（手話による相談） 8日 13：30～15：30
知的障害者相談 9日 10：00～12：00
障害者就労支援相談（予約制）

（予約は☎65－8511） 10日 10：00～15：00
ふれあいセンター☎88－7270（内容などの問い合わせは、福祉課☎89－2131）
障害者よろず相談 9日 13：30～15：30
市役所子ども課（本庁舎１階）☎89－2133
ひとり親家庭相談 毎週月～金曜日 10：00～17：00
子育て支援センター（プリオ５階）☎89－1398・市内各保育園
乳幼児
子育て相談

子育て支援センター 毎週月～金曜日 10：00～18：00
各保育園 毎週火・木曜日 10：00～15：00

少年愛護センター（子育て支援センター内・プリオ５階）☎84－5756
家庭児童相談室（子育て支援センター内・プリオ５階）☎84－1329
児童・青少年相談 毎週月～金曜日 10：00～17：00
心理教育相談室「ゆずりは」（予約制）☎88－8033
心理教育相談（勤労福祉会館） 毎週月～金曜日 10：00～17：20
心理教育相談（音羽庁舎４階） 毎週月～木曜日 10：00～17：20
心理教育相談（小坂井庁舎２階）毎週月曜日 10：00～16：50

訂
正
と
お
わ
び

　

広
報
「
と
よ
か
わ
」
11
月
１
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
「
12
月
の
無
料
市
民
相
談
」
の
記
事
の
う
ち
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
音
羽
・
御
津
・
小
坂
井
支
所
の
消
費
生
活
相
談
の
時
間
が 

「
9
時
30
分
か
ら
15
時
30
分
」
と
あ
る
の
は
、「
9
時
30
分
か
ら
12
時
」
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。
問
合
せ
先　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
89
局
２
２
３
８
番
）

今
月
は
回
数
券
に
つ
い

て
紹
介
す
る
よ
。

　

11
月
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
回
数
券
の
販

売
が
始
ま
っ
た
ん
だ
。
販

売
価
格
は
２
千
円
だ
よ
。

１
０
０
円
券
が
22
枚
付
い

て
い
る
か
ら
、
２
０
０
円

分
お
得
っ
て
こ
と
だ
ね
。

　

こ
の
回
数
券
は
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
車
内
、

豊
鉄
バ
ス
新
豊
・
豊
川
線

の
車
内
、
地
域
安
心
課
（
北

庁
舎
２
階
）、
各
支
所
、
豊

鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス
豊
川
旅

行
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
販
売

し
て
い
る
よ
。
使
え
る
路

線
は
、
豊
川
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
全
線
と
豊
鉄
バ

ス
全
線
（
新
城
市
S
バ
ス
、

お
で
か
け
北
設
、
高
速
バ

ス
を
除
く
）
だ
よ
。

　

今
ま
で
は
毎
回
現
金
を

用
意
し
て
乗
車
し
て
も
ら

っ
て
い
た
け
ど
、
回
数
券

が
あ
れ
ば
、
面
倒
く
さ
い

小
銭
の
出
し
入
れ
も
な
い

か
ら
、
支
払
い
も
ス
ム
ー

ズ
に
で
き
る
ね
。
そ
れ
に
、

回
数
券
に
は
使
用
期
限
も

な
い
か
ら
安
心
だ
よ
。
こ

れ
か
ら
は
お
得
な
回
数
券

を
使
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
を
利
用
し
て
ね
。

お
問
い
合
わ
せ　

地
域
安

心
課
（
89
局
２
１
４
９
番
）

路線名
10 月分
乗車
人数

先
月
比

基
幹
路
線

豊川国府線 806 人 �

千両三上線 780 人 �

ゆうあいの里
小坂井線 747人 ➡

一宮線 814 人 �

音羽線 598 人 ➡

御津線 403 人 �

地
域
路
線

音羽地区 885 人 �

御津地区 389 人 �

一宮地区 722 人 �

御油地区 368 人 －

豊川市コミュニティバス利用者数

見 本
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を
募
集
し
ま
す
。
15
歳
以
上
（
中
学
生

を
除
く
）
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
無
料

で
出
品
で
き
ま
す
。

　

出
品
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
出
品
申

込
票
を
、
桜
ヶ
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
〒

442―

０
０
６
４
桜
ケ
丘
町
79
の
２
）へ
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
で
の
受
け

付
け
は
、
各
部
門
の
申
し
込
み
最
終
日

の
消
印
有
効
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
文
化
振
興
課
（
85

局
３
７
７
５
番
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
桜
ヶ
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

開
く
第
48
回
豊
川
市
民
展
の
出
品
作
品

第
48
回
豊
川
市
民
展

出
品
作
品
を
募
集
し
ま
す

募集作品 規　　　格 申し込み期間 搬入日時 展示期間

絵画 20号以上、100号以下で、仮額（縁の幅５㌢以内）のもの。版
画は４号以上で額装 ２月１日から

10日まで
２月17日（日）
午後１時から
５時まで

２月19日から
24日まで彫刻 作品の大きさは一辺が約30㌢以上で、縦・横・高さとも180

㌢以下、重さは100㌔程度まで

写真

アナログ、デジタルともに可。用紙サイズは四ツ切（254㍉
×305㍉、ワイド四ツ切も可）以上、全紙以下で、額装かパネ
ル貼り。組写真の場合は４枚以内で、作品サイズは全紙以
内とし一つの額装でまとめる。合成加工と分かるものは審
査対象外

２月１日から
17日まで

２月24日（日）
午後１時から
５時まで

２月26日から
３月３日まで

書道
仕上がり寸法は、半切２分の１以上。縦書きが縦270㌢×横
100㌢以下。横書きが、縦90㌢×横182㌢以下。額装（枠装）か
本表装（軸装）。帖・巻子・篆刻・刻字も可

２月１日から
24日まで

３月３日（日）
午後１時から
５時まで

３月５日から
10日まで

陶芸 縦・横・高さとも50㌢程度まで

　

市
で
は
、
国
府
町
出
身
の
洋
画
家
・

青
山
龍
志
さ
ん
の
回
顧
展
を
開
催
し
ま

す
。

　

青
山
さ
ん
は
東
京
芸
術
大
学
大
学
院

を
修
了
後
、
渡
仏
し
、
ル
・
サ
ロ
ン
展

な
ど
に
出
品
し
ま
し
た
。
帰
国
後
は
東

京
を
中
心
に
制
作
発
表
を
行
い
、
昨
年

78
歳
で
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
学
生
時
代
の
大
作
か
ら

絶
筆
ま
で
、
素
描
を
含
め
た
約
80
点
で

青
山
さ
ん
の
足
跡
を
た
ど
り
ま
す
。

◆
会
期　

12
月
４
日
か
ら
16
日
ま
で

（
10
日
（
月
）
は
休
館
）

◆
時
間　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
◆
会
場　

桜
ヶ
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

◆
入
場
料　

無
料

◆
問
合
せ
先　

文
化
振
興
課
（
85
局

３
７
７
５
番
）

青
山
龍
志
展

　

実
力
派
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
泊
真
美
子
さ

ん
が
、
歌
心
あ
ふ
れ
る
す
て
き
な
演
奏

を
お
届
け
し
ま
す
。

◆
日
時　

１
月
26
日
（
土
）
午
後
３
時

開
演

◆
会
場　

小
坂
井
文
化
会
館
（
フ
ロ
イ

デ
ン
ホ
ー
ル
）

◆
出
演　

泊
真
美
子
さ
ん
他

◆
入
場
料　

１
千
５
０
０
円
（
当
日
券

は
２
千
円
）、
中
学
生
以
下
５
０
０

円
（
当
日
券
は
７
０
０
円
）

◆
前
売
券　

小
坂
井
文
化
会
館
、
桜
ヶ

丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
音
羽
文
化
ホ
ー

ル
、
御
津
文
化
会
館
、
文
化
会
館
、

プ
リ
オ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ

ン
タ
ー
で
発
売
中

◆
問
合
せ
先　

小
坂
井
文
化
会
館
（
78 青山龍志「エスプレッソ」

泊
真
美
子

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

局
３
０
０
０
番
）

　　　

専
門
分
野
の
文
化
情
報
を
分
か
り
や

す
く
紹
介
し
ま
す
。

◆
期
日
・
テ
ー
マ　

１
月
19
日
（
土
）

＝
郷
土
の
美
術
家
た
ち
②
▽
１
月
26

日
（
土
）
＝
古
代
・
中
世
の
災
害―

過
去
の
災
害
か
ら
学
ぶ―

▽
２
月
２

日
（
土
）
＝
む
か
し
の
農
具
を
と
き

あ
か
す

◆
時
間　

午
後
２
時
か
ら

◆
会
場　

桜
ヶ
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

◆
定
員　

各
回
60
人

◆
申
し
込
み　

12
月
４
日
（
火
）
か
ら
、 泊真美子さん

先
着
順
に
受

け
付
け
。
直

接
、
ま
た
は

電
話
で
、
文

化
振
興
課
へ

◆
問
合
せ
先

　

文
化
振

興
課
（
85
局

３
７
７
５

番
） 学

芸
員
セ
ミ
ナ
ー



（12月16日～１月15日）
開催期日などは変更になる場合がありますので、あらかじめ電話でご確認ください。

桜ヶ丘ミュージアム☎85－3775／音羽文化ホール（ウィンディアホール）☎88－8010
御津文化会館（ハートフルホール）☎76－3720／小坂井文化会館（フロイデンホール）☎78－3000

催　し　物 日　　時 会場・問合せ先 入場料・前売券
さわやか音楽会 
 「ピアノ名曲の夕べ」 12月13日19：00～ 小坂井文化会館 

（フロイデンホール）
500円（前売券はお菓子・飲み物、当日券は飲み物付き）、
小坂井文化会館で前売券を発売中

せせらぎたいむ 
 「～X'mas Eveに贈る～
すてきな音のプレゼント」

12月24日14：00～ 音羽文化ホール 
（ウィンディアホール）

500円（お菓子、飲み物付き）、音羽文化ホールで前
売券を発売中

�0 ー広報とよかわ

　昔、本宮山に住んでいた巨大なやまんばが、本
宮山から石巻山をまたいで、豊

と よ

川
が わ

の流れでじゃぶ
じゃぶと顔や髪の毛を洗ったという言い伝えがあ
ります。
　本宮山の 39 丁目付近の岩場には、足の形をした
くぼみがあります。これがやまんばが踏んだ時に
できた足跡だといわれているものです。

　登山者がこの
足跡の上に足を乗せると、疲れがとれて足が軽く
なるといわれています。また、下山の時に足跡を
踏むのを忘れて帰ると、足が重くなるともいわれ
ています。
　架空の存在であるやまんばが、民俗伝承の中に
深く溶け込んでいることを伝えるエピソードです。

やまんばの足跡（上長山町）

催　し　物 日　　時 会　　場 内容・問合せ先
しずく ハンドメイド服・雑貨 12月７日～８日 ギャラリー「一滴」 無料、ギャラリー「一滴」☎79－6406

「月にうさぎがとびはねて」ニットと布の共演 12月12日～16日 ギャラリー花棕櫚 無料、ギャラリー花棕櫚☎84－9482
尊護鴫翔 墨・陶展 12月13日～18日 ギャラリー「一滴」 無料、ギャラリー「一滴」☎79－6406
クリスマスコンサート 12月16日13：00～ 文化会館中ホール 無料、光岡☎89－1947
豊川少年少女合唱団第18回定期演奏会 12月16日14：00～ 音羽文化ホール 500円、豊川文化協会音楽部（松野平）☎76－5072
号外で見るこの１年 12月16日～29日 本宮の湯ギャラリー 無料、本宮の湯☎92－1880
ティータイム音楽の会「年の瀬に」12月17日18：00～ 明治珈琲館あらびか 500円、尾崎☎84－3647
第15回ゆみ水彩画クラブ作品展 12月18日～23日 桜ヶ丘ミュージアム 無料、山本☎86－1485
アクセサリー作品展
テーブルの小さな工房から 12月21日～23日 ギャラリー「一滴」 無料、ギャラリー「一滴」☎79－6406

第９回たけのこコンサートミュージカル
「雪ん子十二郎」

12月22日18：30～
12月23日13：30～ 御津文化会館 有料、豊川親子合唱団たけのこ（中島）☎93－5783

弘法大師財賀寺中興1200年記念展 １月１日～26日 財賀寺客殿 無料、財賀寺☎87－3494
大筆書き作品展 １月１日～26日 財賀寺客殿 無料、小出☎070－5408－7614

平成25年豊川稲荷所蔵新春宝物展 １月１日～２月17日 豊川閣寺宝館 有料、二曲一隻屏風、鏑木清方・安田靫彦「高野聖」他、
豊川閣寺宝館☎85－2030

第10回一宮アート展 １月２日～15日 本宮の湯ギャラリー 無料、本宮の湯☎92－1880
一美展 １月８日～13日 桜ヶ丘ミュージアム 無料、一美会（村松）☎93－4177
市民呈茶（煎茶松月流） １月12日10：00～ 茶室「心々庵」 一服300円、豊川文化協会☎89－7082
市民月例茶会（煎茶松月流、宗徧吉田流）１月13日10：00～ 地域文化広場 有料、豊川文化協会茶道部☎89－7082
演美会石原歌謡同好会 第３回新春歌謡祭 １月14日９：30～ 文化会館中ホール 無料、豊川文化協会歌謡部（石原）☎090－4186－3987
写友「SORA」写真展 １月15日～20日 桜ヶ丘ミュージアム 無料、伊藤☎89－9459
第17回隊友会美術展 １月15日～20日 桜ヶ丘ミュージアム 無料、西川☎84－3485
木目込み人形展 １月15日～20日 桜ヶ丘ミュージアム 無料、森谷☎053－576－0263



◦保健センター☎89-0610　　◦休日夜間急病診療所☎89-0616　◦消防署☎89-0119
◦豊川市歯科医療センター☎84-7757　◦救急医療情報センター☎（0532）63-1133

◦保健センター ☎89-0610　　電話番号はよく確かめて
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　食生活の悩みや不安について
お気軽にご相談ください。
日時　12 月 25 日（火）９：30 ～・
10：30 ～ ▼会場　保健センター

▼対象　食生活に疑問をお持ち
の方 ▼相談員　管理栄養士 ▼申

　わかば会では、認知症という
病気をさまざまな面から学び
合っていきます。
日時　12 月 18 日（火）13：30
　～ 15：00 ▼ 会場　保健セン
ター ▼対象　介護者とその家族

▼申し込み　当日、会場へ

認知症を学ぶ会「わかば会」

食べ方と栄養の相談

し込み　電話で、保健センター
へ

　人と会ったり話をしたりする
ことが苦手、やる気がわかず自
信が持てない、生活のリズムが
乱れている、家から一歩踏み出
せずにいるなど、心の悩みをな
んとかしたい方やその家族の方、
一緒に考える時間を持ちましょ
う。
日時　12 月 17 日（月）13：30
～・14：40 ～（１人１時間程度）

一宮総合支所
151

上長山
西原

本宮の湯
ウォーキングセンター

長山駅

健康福祉センター
92-1388   （上長山町本宮下1-1685）

県道豊川新城線

御津福祉保健センター
77-1500    （御津町広石枋ケ坪88）

御津文化会館

御
津
川

豊川市御津支所

愛知御津駅

御津中学校
御津支所

東三河環
状線

為当町市木
為当町新道

御津体育館

体育館前
プリオ

消防署前

消防署

工業高校

　　勤労
福祉会館

諏訪町駅

姫街道

　　総合
　　体育館

保健センター
   （萩山町3-77-1・7）89-0610

◎開館時間 平日ー8：30～17：15■保健センターなどの場所

保健センター

健康福祉センター

御津福祉保健センター

音羽福祉保健センター

旧東海道

赤坂町松本

音羽郵便局

音羽福祉保健センター
88-7723   （赤坂町狭石１）

赤坂紅里

音羽川

1

音羽図書館

名電赤坂駅

宮道天神社

音羽支所

一般不妊治療費の
助成について

　市では、一般不妊治療（体
外受精、顕微授精を除くホ
ルモン療法や人工授精な
ど）の費用の一部を助成し
ています。
　平成 24 年度の助成は、
24 年３月１日から 25 年２
月 28 日までの治療費が対
象となります。申請期限は
25 年３月 22 日（金）まで
です。
対象　①市内に在住で、一
般不妊治療を受けている戸
籍上の夫婦②夫婦の年間所
得がおおむね 730 万円未満
の方③夫婦とも医療保険に
加入している方 ▼助成額　
自己負担額の２分の１で上
限５万円

▼会場　保健センター ▼相談員
　保健師など ▼申し込み　電話
で、こころの電話相談専用電話

（95 － 0783）へ

こころの健康相談「ポラリス」



幼児健診

育児相談

ママのための体操教室

日時　１月 17 日から 31 日ま
での毎週木曜日で全３回。10：
00 ～ 11：00 ▼会場　健康福祉
センター ▼ 対象　平成 24 年５
月・６月に生まれた子どもとそ
の保護者 ▼ 定員　25 組 ▼ 持ち
物　運動のできる服装、タオル、
飲み物 ▼申し込み　12 月 17 日

（月）８：30 から、受け付け。
電話で、保健センターへ

�� ー広報とよかわ

　「言葉のことで心配がある」
「落ち着きがない」などといっ
た相談に、個別に応じます。
日時　12 月 26 日（水）９：30
～（１人 45 分程度） ▼ 会場　
保健センター ▼相談員　発達相
談員 ▼対象　入学前の子どもと
その保護者 ▼ 申し込み　電話
で、保健センターへ

子ども発達相談

受付時間　13：00 ～ 13：30 ▼申し込み　当日、会場へ ▼その他　
１歳６か月児健診ではフッ素塗布があります。２歳児歯科健診でフ
ッ素塗布の希望者は、640 円（おつりのいらないように）が必要で
す

期日・会場 対　　　象 持　ち　物

１歳６か月児
健診

12月 25日（火） 23年 ６月 11日から20日
までに生まれた子ども

歯ブラシ

保健センター

１月 ９日（水） 23年 ６月 21日から30日
までに生まれた子ども保健センター

１月 17日（木） 23年 ７月  １日から10日
までに生まれた子ども保健センター

２歳児歯科健診

12月 18日（火） 22年 12月 11日から20日
までに生まれた子ども

歯ブラシ

保健センター

12月 26日（水） 22年 12月 21日から31日
までに生まれた子ども保健センター

１月 15日（火） 23年 １月  １日から10日
までに生まれた子ども保健センター

３歳児健診

12月 12日（水） 21年 ９月 11日から20日
までに生まれた子ども

・目と耳の検査用紙
（自宅で実施し、受
付時に提出）
・採尿容器（自宅で
採尿し、健診受付
時に提出。容器は
10 日前までに郵送
します）

御津福祉保健センター

12月 19日（水） 21年 ９月 21日から30日
までに生まれた子ども保健センター

１月 ８日（火） 21年 10月  １日から10日
までに生まれた子ども保健センター

　 ▼母子健康手帳、赤ちゃんノートの健康診査票、筆記具をお忘れなく。
　 ▼受診日や会場の都合が悪い方は、保健センターへご相談ください。

　子育てで、ちょっと困った、こ
こが心配。そんな時、お気軽に相
談を。
　期　　日　　　会　　場
12月17日（月） 保健センター
12月19日（水） 音羽福祉保健センター
12月26日（水） 御津福祉保健センター
１月８日（火）　小坂井生涯学習会館
受付時間　９：30 ～ 10：30 ▼

内容　育児・生活習慣の相談、
体重測定など ▼持ち物　母子健
康手帳、乳児の場合はバスタオ
ル ▼申し込み　当日、会場へ
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快眠館
kaiminkan

　小坂井町の菟足神社の西にある若宮社は、菟足神社の祭礼の時に神
み

輿
こ し

渡
と

御
ぎ ょ

のお旅所となる所です。
永禄元（1558）年に創立された若宮社にはイチョウの巨木があり、創立の際に植えられたとすれば、
樹齢は約 450 年となります。
　このイチョウの枝の下には、たくさんのこぶがあります。これらは気

き

根
こ ん

といわれるもので、通常、
地中で発達する根が、地上に出たものです。その形状は人間の乳房に似ており、機能は酸素の取り
入れや水の吸収など多岐にわたります。この大イ
チョウにまつわる昔話があるのをご存知でしょう
か。
　その昔、こぶの形状にあやかり、子どもを産ん
でもお乳の出ない女性が、布で乳房の形を作り、
イチョウの枝につり下げてお参りをしたそうです。
そして、何度かお参りをするとお乳が出るように
なり、もう一つつるしてお礼のお参りをしたそう
です。また、胸の病気を患った女性もイチョウに
祈願をしていたそうです。菟足神社へお参りの際
には、若宮社に寄ってみてはいかがでしょうか。

若宮社の大イチョウ

宮下
 1

菟足神社

旧東海道

 151

 247

宮下北

小坂井
バイパス

才ノ木 才ノ木南

若宮社


